
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

４．防災指針の全体像・施策 

防災上の課題の抽出結果を踏まえ、ハード・ソフトの両面から、災害リスクの低減に向けた対策の方向性や施策一覧を整理 

３．防災上の課題の抽出 

居住誘導区域のうち、災害リスクが高いエリアに都市情報を重

ね合わせて防災上の課題を整理 

 

資料３ 防災指針 

１．防災指針作成の背景・目的 

頻発・激甚化する自然災害に対応するため、居住誘導区域等の

災害リスク分析を行い、誘導区域の見直しの必要性や誘導区域に

残存するリスクに対する防災・減災対策を検討し、計画的に実施

するため、防災指針を定める。 

２．防災指針の検討の流れ 

 災害リスクの分析と課題 

 

 

 

 

 

防災まちづくりの取組方針の検討 

① 取組方針の基本的な考え方 

② 取組方針の全体像 

③ 施策の展開 

 

 

 

本市の災害

履歴と特徴 

居住誘導区域等の災害リスク

の分析（マクロ分析） 

災害リスクが高い地区の 

詳細分析（ミクロ分析） 

防災上の 

課題の抽出 

●防災指針の全体像 

・今後計画されている施策や事業等を踏まえつつ、ハード・

ソフトの両面から災害リスクの低減に向けた対策の方向性

を整理 

●防災指針の施策 

・防災指針に掲げる各施策を短期（おおむね 5 年程度）、中期（お

おむね 10年程度）、長期（おおむね 20年程度）の時間軸や主体別

に整理 

 

 
 

・浸水深 
・浸水継続時間 
・河岸侵食 
・土砂災害 

災害ハザード情報 
 
 

・居住誘導区域    ・人口密度 

・都市機能誘導区域  ・建物分布 

・要配慮利用施設分布 ・避難所分布 

都市情報 


